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光変調器への要請の一つに、高能率動作がある。第 5 章では、 3m対称結晶 (LiNbo3 や LiTa03
がこれに属する)を特別な光波回路に来由/::;むことによって、変調に要する電力を低減し、しかも安定
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な動作を得る方法について述べている。また、その光波回路の構成法についても具体的に示している。
第 6 章は結論で、成果を総括している。
論文の審査結果の要旨
本論文 iよ、マイクロ波光変調器の構成法に関する研究をまとめたもので、新しい方法の提案、動作
の解析わよび実験が述べられている。主要な結果は次のとおりである。
(1)偏光回転反射法を用いて進行波光変調器を構成し、高能率、広帯域の変調器を実現している。
(2)従来用いられてきた速度整合法に代って、結晶反転位相補償法を提案し、これによって、極めて
簡単な構造の光変調器により、充分な安定度、能率、帯域を得ている。
(3)点群 3m 対称の結晶を用いた光変調器の能率を向上させる新しい構成法を提案し、解析を行って
いる。
これらの構成方法は、極めて独創的で、あると共に、得られた結果は従来の水準を抜くものであり、
レーザ応用の発展に寄与する所が大きいと考えられる。よって、本論文は、博士論文として価値ある
ものと認められる。
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